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▲
平面図　1/100

カフェ部分
滞在ブース

カフェスペース
ドリンクの提供を行う。
持ち込みも可能で，
自由に飲食をしながら
作業ができるカフェス
ペース。
保育学生は割引価格
で利用できる。

掲示スペース
求人票や各種パンフレット， おす
すめや話題の絵本などが置いて
ある。

工房スペース
実習に必要な材料
や道具， 参考図書
を配置。
材料は購入制。

飲食
コーナー

冷蔵庫

工房

素材棚

バックヤード

掲示
スペース
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現地での提案&
意見交流

自作家具の作成 スタッフの方と話し合い
ながら配置

◇ 午睡の時間で寝ている子の近くで遊ぶ子がいる

おもちゃを
使って
遊ぶ

布団の中
などで遊ぶ

昼食をとっている

1歳児保育室

屋外廊下
(園庭側 )

　昼食を一斉に取れないため、午睡に入る子の近
くに、昼食前で遊んでいる子がいる。おもちゃで遊
んでいる子、布団の中で遊んでいる子と様々。園庭
側のブースでは食事をとっている子と食べ終えて
着替えている子がいる。

◇ 動線上に遊びが展開してしまう

　先生の近くで遊びが発生しており、おもちゃが
広範囲に広がってしまう。そのため、先生の居る位
置によっては動線と遊びの空間が重なってしまう
ことがある。

◇ 遊びが分散され混ざらない

◇ 着替えの場所と食事の場所が混同しない

　場所ごとに違う遊びが展
開され混ざらなくなり、遊び
に集中できるようになった。

　ロッカーを移動させることで着替えの場所が
確立され、食事の場所と混同しなくなった。

　遊びに集中できるように遊
びごとに仕切りを設け混同し
ないように計画した。
　仕切りは自由に動かせるよ
うに軽量で高さの可変性も生
まれるようなバーを作成した。

パズル絵本
プラレ
ール

食事スペース
着替え・ロッカーおままごと

→調乳室 →沐浴室→テラス →廊下

1歳児保育室

屋外廊下
(園庭側 )

提案部材
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◇ 遊びに集中できる

◇ 棚の移動で動と静の切り替えができる

　昼食を終えた子どもから順
番に午睡が始まる中、集中して
遊べるスペースを確保できるよ
うになった。

　場所ごとに違う遊びを展開し、集中し
て遊べるようになった

　子どもたちが動き回る動的遊びの時間と、静的
遊びの時間を、棚を使って回遊性を持たせる場合
と持たせない場合で空間を切り替えていた。

◇ 30分ごとのプロット

◇ 壁に寄って活動が行われている

1歳児保育室

屋外廊下
(園庭側 )

壁沿いに集まる

　先生や子どもたちが壁に背中を向けて遊びや
見守りをしている。また、直接床に座るため、長時間
同じ場所にいる子や園児を抱えながら座っている
先生にとって望ましくない環境と言える。

おもちゃなどを
広げて遊ぶ

1歳児保育室

屋外廊下
(園庭側 )

絵本 パズル
プラレール

食事スペース
着替え・ロッカー

遊びのスペー
スを確保

布団を奥から順
番に敷き始める

絵本

外を眺める

おままごと

マット遊び

パズル

プラレール
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福岡・春日市の企業主導型保育所の設計案
１．コンセプト

３．平面図と模型写真

２．計画地について
今回の計画地は、福岡県春日市にある薬局の 2 階である。計画地は北側に駐車場、東側に大通りがあり、
北と東の方角が開かれている。一方、南側と西側には建物があるため、あまり光が入らない。

その他の工夫
・便所や倉庫にハイサイドライトを設けることにより、建物の中心に光を導き、開放感も演出する。
・調乳コーナーとほふくスペースを隣接させることで、スムーズな授乳が出来る環境を作り出した。

動的な空間と静的な空間に分け、メリハリのある環境と、職員が子どもたちを見守りやすい空間つく
りだす。また、将来保育のニーズが高まり、園児が増えても対応可能な可変性のある間取りを提案する。

Ⅰ動的な空間と静的な空間
各スペースを活動別の空間に分け、メリハリのある保育環境を実現した。
東側の大開口がある位置を活動スペースとし、テラスと隣接する駐車場に空間的に接続、奥行きのあ
るどこまでも歩きたくなるような開放感を演出した。西側の開口部が無い面にはほふくスペースを配
し、お昼寝の時間には明るさを抑えた落ち着いた空間とした。
玄関からほふくスペースに至るまでに徐々に静的な環境になる設えとした。

Ⅱ職員が子どもたちを見守りやすい安全な環境
建物の中心付近にカウンターを設けた事務や調理室を配置することで、職員が事務作業や調理をして
いても、子どもを見守ることが出来る。また、事務室を玄関に面する位置とすることで、事務室に職
員がいても常に来訪者を把握できる設えとした。

Ⅲ保育のニーズの変化に対応できる可変性のある設え
各スペース間の間仕切りを可動可能な棚にすること
で、将来的に保育ニーズが高まり、受け入れる園児が
増えても対応できるような空間をつくりだした。

平面図　１/25

スーぺス動活②体全①

⑥ほふくスぺース⑤身支度スぺース④食事スペース

③工作スぺース

②
⑤

③

⑥

④

１．コンセプト

２．計画地について
今回の計画地は、福岡県春日市にある薬局の 2 階である。計画地は北側に駐車場、東側に大通りがあり、
北と東の方角が開かれている。一方、南側と西側には建物があるため、あまり光が入らない。

その他の工夫
・便所や倉庫にハイサイドライトを設けることにより 建物の中心に光を導き 開放感も演出する

動的な空間と静的な空間に分け、メリハリのある環境と、職員が子どもたちを見守りやすい空間つく
りだす。また、将来保育のニーズが高まり、園児が増えても対応可能な可変性のある間取りを提案する。

Ⅰ動的な空間と静的な空間
各スペースを活動別の空間に分け、メリハリのある保育環境を実現した。
東側の大開口がある位置を活動スペースとし、テラスと隣接する駐車場に空間的に接続、奥行きのあ
るどこまでも歩きたくなるような開放感を演出した。西側の開口部が無い面にはほふくスペースを配
し、お昼寝の時間には明るさを抑えた落ち着いた空間とした。
玄関からほふくスペースに至るまでに徐々に静的な環境になる設えとした。

Ⅱ職員が子どもたちを見守りやすい安全な環境
建物の中心付近にカウンターを設けた事務や調理室を配置することで、職員が事務作業や調理をして
いても、子どもを見守ることが出来る。また、事務室を玄関に面する位置とすることで、事務室に職
員がいても常に来訪者を把握できる設えとした。

Ⅲ保育のニーズの変化に対応できる可変性のある設え
各スペース間の間仕切りを可動可能な棚にすること
で、将来的に保育ニーズが高まり、受け入れる園児が
増えても対応できるような空間をつくりだした。

平面図　１/150

①全体 ②活動スぺース

⑥ほふくスぺース⑤身支度スぺース④食事スペース

③工作スぺース

②
⑤

③

⑥

④

計画地 出典：Google map(https://www.google.com/maps)




